
 

 
 

 以上の入賞入選作品は、11月６日(土)に、水戸市のザ・ヒロサワ

シティ会館（茨城県立文化センター）小ホールで午後１時から開催

する発表会で上映されます。コロナ下でいろいろ規制はありますが、

お知り合いもお誘いの上、沢山の方のご来場ご観覧をお待ちしてい

 ます。

 今年の茨城県芸術祭映像コン

クールは、コロナ禍の下、開催

が危ぶまれていましたが、昨年

に準じて開催しようという事に

なり、やや出遅れましたが７月

中旬から募集を開始しました。 

 ９月30日に締め切りました

が、応募数は過去最低の18点の

みとなりました。しかもこの内

13点(10人)が我が会からの応

募となりました。会員の皆様の

ご協力に感謝いたします。 

 10月 10日に審査が行われ、

右欄のような結果となりました。 

 今回は当会員の応募が多数だ

ったので、賞も上位二賞を真弓

さん、美濃島さんで独占、さら

に小林さんに奨励賞、細川さん

に茨城新聞社賞が決まりました。 

 真弓さんの「喜寿御岩山挑戦」

は、軽い気持ちで挑戦した登山 

の苦労を自撮りで描いた作品。 

美濃島さんの「元気になって 

きた湊線」は、今話題のひたち

なか海浜鉄道のいろいろな魅力

を拾い上げた作品。 

細川さんの「コロナ禍での生

活」は、まさにタイムリーな今

の記録映像でした。 

小林さんの｢伐採｣は、６月例 

会で紹介された作品です。 
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2021茨城県芸術祭映像コンクール入賞入選作品 

特 賞 喜寿 御岩山挑戦 真弓 喜幸(日立市) 

優 賞 元気になってきた湊線 美濃島和男(日立市) 

奨励賞 伐 採 小林  茂(ひたちなか市) 

 〃 白虎隊の古里 吉澤 富夫(那珂市) 

 〃 こっちの水はあ～まいぞ 冨山  誠(坂東市) 

 〃 日々是遭遇 時崎  清(高萩市) 

茨城新聞社賞 2021夏 コロナ禍での生活 細川 正男(日立市) 

入 選 散 歩 軽部 承一(取手市) 

 〃  エコライフへのこだわり   遊座 文一(北茨城市) 

        （今回は優賞は1点のみです〉 

   審査員（敬称略） 島田 裕之（茨城大学教授） 

            岡崎 好美（元ＮＨＫカメラマン） 

            鈴木 崇伸（ＪＷＡＹ制作担当） 

 

発表会は 11月６日，多数ご観覧を 
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「喜寿 御岩山挑戦」  真弓 喜幸 

「元気になってきた湊線」 美濃島和男 
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 来年40周年を迎える記念に、前回と同じように会

員全員の作品集ＤＶＤを作る案が出ています。 

 詳細は、10月例会で提案いたしますが、一人10  

 

 

 

 

▼放送時間▼ 毎日 9:00～、17:15～ 

   ※東海、ひたちなか地区は11:30～も 

    （111ch 毎週日曜更新 15分番組） 

9/19～ サルスベリの変貌      (井村泰也) 

9/26～ 母から受け継いだ白い彼岸花(美濃島和男) 

    臨時休園から再開したひたち海浜公園 

(美濃島和男) 

10/3～ こんなところにポツンと神社 (豊田正夫) 

    源氏川の彼岸花       (井村泰也) 

10/10～  放送休止いたします 

※変更になる場合もあります。 

  最新情報は、ホームページで 

ご覧ください。ＱＲコード→ 

  

 

 

 

 

 

分程度の作品をご用意ください。内容は自由ですが、

ビデオに対する情熱や思い出などのメッセージを加

えていただくとありがたいです。 

 

今回も例会中断中の作品提供にご協力、ありがと 

うございました。お届けいただいた作品は上記のと

おり放送済みです。10月例会でも時間のある限り紹

介いたします。 

 

 

 

 

▼毎週木曜18:10～｢茨城ニュースいば６｣で放送 

9/9 傘と光のコラボ        (豊田正夫) 

10/7 赤羽緑地の彼岸花       (小林 茂) 

   源氏川の彼岸花        (小室政衛) 

※身近の季節の話題を撮影して投稿してみましょう。 

 撮影したままの素材で結構です。 

 送り先：〒310-8567 水戸市大町３-４-４ 

      ＮＨＫ水戸放送局｢ビデオレター｣係 

10 月例会は17 日に開催します 
 山の木々の葉も色付きはじめ秋の気配が濃くなってきました。コロナも何とか下火に向かっている

ようで、喜ばしい限りです。ここで気を緩めることなく過ごしてまいりましょう。２ヶ月例会を休み

ましたが、10月は開催できそうです。下記のとおり開催しますので、元気な皆様にお会いできるのを

楽しみにしています。 

 ● 10月17日（日）午後1:00から 

 ● 大沼交流センター ２階 

 内容 ① 連絡・打合せ（40周年記念事業・今後の予定など） 

    ② 会員作品合評（一人10分以内でお願いします。 

また、活発なご意見発表をお願いします） 

    ③ その他情報交換など 

 ＜今月の例会当番＞ ５班：美濃島、原田、田﨑、矢部、橋本の皆さんご協力ください 

勉強会は休みにします 

40 周年記念作品集を作りましょう 

サルスベリの変貌        こんなところにポツンと神社      母から引き継いだ白い彼岸花 
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